
周南地区衛生施設組合 一般廃棄物（ごみ）処理基本計画 概要版 平成 31 年 3 月 

1. 計画の目的

2. 計画の位置づけ

第 2章 ごみ処理の現状と課題

1．ごみ排出量の実績

周南地区衛生施設組合（以下、「本組合」という。）

は、下松市、光市、周南市（以下、「関係市」という。）

の 3 市で構成される一部事務組合です。本組合では近

年の社会情勢や関係市のごみ処理体制を踏まえた上で

本組合でのごみ処理の方針を明確にし、施設の整備や

災害対応などの必要事項を定めるため、一般廃棄物処

理基本計画（以下、「本計画」という。）を策定します。

一般廃棄物処理基本計画は、「廃棄物の処理及び清掃

に関する法律」第 6条第 1項に基づき、「山口県循環型

社会形成推進基本計画（第 3 次計画）（平成 28年 3月）」

を上位計画として、関係市の諸計画との整合を図るも

のとします。 

可燃ごみ量の推移は、全体として減少傾向、1人 1

日あたりのごみ排出量は、横ばいに推移しています。

図 2 可燃ごみ総排出量の推移 
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2．ごみ処理状況の評価及び課題の抽出

評価 

〇恋路クリーンセンターでは、セメント原料化

とエネルギーの有効活用（ごみ発電）を行っ

ており、各種資源の有効利用など環境へ配慮

した中間処理を行っています。 

〇関係市では、それぞれのごみ処理体制に基づ

いて、収集・運搬、中間処理、最終処分が行

われています。 

課題 

〇本組合の処理対象である可燃ごみは、全体的

に減少傾向ですが平成31年度から周南市熊毛

地域の可燃ごみが搬入されることにより、処

理量の変動が想定されます。 

〇今後も同様な処理を継続するには、定期補修、

定期点検、運転・維持管理を検討する必要が

あります。 

〇不適正搬入物や環境保全への対策について、

検討する必要があります。 

〇災害時におけるごみ処理について、整理する

必要があります。 

第 1章 計画策定の趣旨 

3. 計画対象区域 

本計画の計画対象区域は、本組合の関係市である下

松市、光市、周南市とします。

4. 計画の範囲 

本計画で対象とする廃棄物は、計画対象区域内で発

生する一般廃棄物のうち、「し尿」及び「特別管理一

般廃棄物」を除く「ごみ」とします。 

5. 計画目標年次

平成 31 年度～平成 43 年度 （中間年度：平成 37 年度）

6. 計画の点検、評価、見直し 

本計画は、Plan（計画の策定）、Do（実行）、Check

（評価）、Act（見直し）のいわゆる PDCA サイクル

により、各施策や目標の進捗状況について、定期的

な検証と継続的な改善を図ります。 

図 1 本組合の対象区域内の人口の推移

下松市は横ばい、光市と周南市（熊毛地域以外）は

減少傾向であり、全体として減少傾向となっています。

第 2章 ごみ処理の現状と課題 

16,522 15,747 15,518 16,080 16,321 16,837 16,886 16,905 16,430 16,460

14,551 14,444 13,784 14,163 15,122 14,521 14,289 14,247 13,515 13,431

36,174 35,288 34,272 33,928 33,761 33,703 33,890 33,787 33,155 33,560

67,247
65,479 63,574 64,171 65,204 65,061 65,065 64,939 63,100 63,451

743.8 725.8
707.4 717.0 732.3 735.0 739.8 741.7 723.4 731.3

0.0

100.0

200.0

300.0

400.0

500.0

600.0

700.0

800.0

900.0

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

90,000

平成20年度

（2008）

平成22年度

（2010）

平成24年度

（2012）

平成26年度

（2014）

平成28年度

（2016）

可
燃
ご
み
総
排
出
量
（
t
/
年
）

下松市 光市 周南市（熊毛地域以外） 一人一日当たりごみ排出量

１
人
１
日
当
た
り
ご
み
排
出
量

（ｇ
／
人
・
日
）

55,936 56,091 56,239 56,336 56,212 56,348 56,249 56,366 56,842 57,199

54,530 54,305 53,960 53,615 53,525 53,326 52,856 52,417 52,073 51,602

137,247 136,788 136,020 135,251 134,211 132,843 131,864 131,077 130,071 128,912

247,713 247,184 246,219 245,202 243,948 242,517 240,969 239,860 238,986 237,713

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

平成20年度

（2008）

平成22年度

（2010）

平成24年度

（2012）

平成26年度

（2014）

平成28年度

（2016）

本
組
合
の
対
象
区
域
内
の
人
口
（
人
）

下松市 光市 周南市（熊毛地域以外）

1.ごみ処理の目標 

(1)基本理念                     (3)ごみの減量化・資源化の目標設定 

(2)基本方針 

本計画の基本方針は、基本理念に基づいて、以下の 

とおり設定します。

基本理念 

環境にやさしい 

資源循環型のまちづくり

基本方針 4 新清掃工場の整備

新清掃工場の整備に向けた事業について

整理します。

本計画は、現状のごみ処理や本組合圏内の廃棄物

処理施設における課題や社会状況を踏まえて、今後

もより適切なごみ処理が推進できるよう、市民、事

業者、関係市、本組合が協働でごみの減量化や環境

に配慮した施設管理に取り組みます。以下に基本理

念を示します。

ごみの減量化・資源化の目標設定は、以下のとおり

とします。 

図 3 減量化の目標設定 

図 4 資源化の目標設定 

資源化目標 

リサイクル率30％以上 

基本方針 1 ごみの減量化・資源化の推進

ごみの減量化・資源化が推進されるよう、 

関係市の実施する施策に協力します。

基本方針 2 ごみの適正処理

適切にごみ処理が行えるよう、収集・運

搬から、中間処理、最終処分まで、関係市

の施策に協力します。 

基本方針 3 適切な施設の運営

恋路クリーンセンターにおいて、今後も

適切な運営を継続するための方策を実施し

ます。

減量化目標

平成 29年度から平成 43年度にかけて 

ごみ排出量を 10％以上削減 
   単位：ｔ/年

項 目 
平成 29 年度

（2017） 

平成 37 年度

（2025） 

平成 43 年度

（2031） 

家庭系ごみ 59,829 54,319 51,209

事業系ごみ 25,500 23,462 23,457

集団回収 1,619 1,863 1,786

合 計 86,948 79,644 76,452

   単位：ｔ/年

項 目 
平成 29 年度

（2017）

平成 37 年度

（2025）

平成 43 年度

（2031）

直接資源化 7,074 7,725 7,344

処理後

再生利

用料

セメント原料化 4,542 3,923 3,789

施設資源化 9,672 9,918 9,281

発電に寄与した

ごみの量 
3,540 3,230 3,120

合計 24,828 24,796 23,534

リサイクル率 28.6% 31.1% 30.8%

第 3章 ごみ処理基本計画 
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2.ごみの減量化・資源化

ごみの減量化・資源化に関する施策は、関係市が主

体となって、市民・事業者と連携して取り組みます。

なお、本組合では、関係市が取り組む施策と連携し、

協力していきます。 

よって、本組合では、以下の施策に取り組みます。

➀ 環境への取り組み 

本組合では、恋路クリーンセンターの施設見学会

を行うことで、関係市で実施する環境学習に協力し

ます。また、施設内に不適正搬入物を展示する等に

より分別徹底を啓発する等、関係市の取り組みと連

携します。 

② ごみ処理過程での資源回収 

本組合では、恋路クリーンセンターへの搬入物を

展開検査し、不適物や資源化可能物が混入していれ

ばその都度指導することで、資源回収に協力しま

す。 

③ 焼却灰の資源化 

恋路クリーンセンターで処理後に発生する焼却

灰については、今後も引き続き、民間業者によるセ

メント原料化を継続します（詳細は第 4章 4.参

照）。 

④ 焼却施設の余熱利用 

今後も焼却処理によって発生する熱を利用し、発

電や温水プールへの熱供給を行います（詳細は第 4

章 4.参照）。 

市民 事業者

周南地区
衛生施設
組合

関係市
下松 ・ 光 ・ 周南

3.ごみの適正処理 

(1)ごみ処理主体 

ごみ処理主体は、現状と同様の体制を継続するもの

とします。本組合では、焼却処理するごみと粗大ごみ

（可燃）を対象として、恋路クリーンセンターで焼却

処理を行います。 

(2)収集・運搬計画 

分別区分は、現行と同様とし、関係市が取り組む施

策と連携し、協力していきます。 

収集・運搬についても現行と同様の方法を継続する

ものとし、本組合では関係市が計画的に収集・運搬に

取り組めるよう、支援に努めます。 

・恋路クリーンセンターにおける現状の受入体制を

維持し、関係市からのごみ搬入をスムーズに行え

るように努める 

・計画的に補修を実施し、突発的な炉停止が生じな

いようにすることで、受入が継続できるように努

める 

(3)中間処理計画 

中間処理についても現行と同様の方法とし、中間処

理量の見込みに基づき、適切に実施します。なお、周

南市熊毛地域は、現在、可燃ごみを周陽環境整備セン

ターで焼却処理していますが、平成 31年度以降、恋

路クリーンセンターで焼却処理する計画です。 

本組合は、恋路クリーンセンターでの日常点検、定

期点検、定期補修、搬入時の展開検査等により、適正

処理が維持できるように努めます。 

・日常点検、定期点検 

・定期補修 

・運転・維持管理 など 

(4)最終処分計画 

最終処分についても現行と同様の方法とし、直接埋

立物、破砕残渣、セメント原料化不適物、不燃残渣を

埋立処分します。 

・セメント原料化不適物は、不適正搬入物によって

生じることから、搬入時の展開検査等により、不

適正搬入物の防止に努める 

第 4章  施設の運営に関する方策

第 5章  施設整備計画の検討

2.不適正搬入物の防止対策 

本計画では、次の施策を行うことで不適正搬入物

を防止します。 

不適正搬入物の防止対策 

・施設持込み車両を対象に持込みごみを展開検査 

・施設に持込みする者の住所を確認し、搬入区域外から

の持込みを防止 

・施設内に不適正搬入物を展示 

・組合ホームページにて、不適物搬入防止を呼び掛け 

・関係市の広報誌を通じて、不適物搬入防止を呼び掛け

・不適物搬入防止についてのパンフレットを配布 など

本組合の役割 

・可燃系ごみの処理に関すること 

・恋路クリーンセンターの被害状況調査及び被害状況

の関係市へ連絡 

・恋路クリーンセンターの応急復旧に関すること 

→復旧に必要な資機材、人員の確保 

→復旧までの対策の検討 

・恋路クリーンセンターでの処理能力を超えた災害廃

棄物が発生した場合の対策の検討 

1.安定稼動の確保 

(1)定期補修 

定期補修は、恋路クリーンセンター長寿命化計画

に基づき、平成 43年度まで運転が行えるよう、計画

的に実施します。 

(2)日常点検、定期点検 

日常点検、定期点検では、長期的な安定稼働が行

えるよう、機器ごとの点検を定期的に実施します。 

4.焼却灰等の資源化、発電等のリサイクル取り組み 

(1)焼却灰のセメント原料化 

本組合では、恋路クリーンセンターで発生する焼

却灰を「やまぐちエコタウン構想（平成 13年 3月）」

の中核プロジェクトである「焼却灰のセメント原料

化事業」に基づき、民間業者（山口エコテック株式

会社）にて、セメント原料化しています。今後もセ

メント原料化を継続します。 

(2)発電について 

恋路クリーンセンターでは、ごみ焼却に伴う熱を

利用し、ボイラー・タービンによる発電を行ってい

ます。発電した電力は、施設の運転に利用するだけ

でなく余剰電力を売電しています。今後も引き続

き、発電を継続します。 

3.環境保全対策 

ごみを焼却する過程で発生する有害な物質につ

いては、施設の計画条件や法規制を遵守できるよう

に適正な運転管理を行います。 

5.災害廃棄物処理 

災害時における本組合の役割は、関係市との連携

を取ることにより、以下の事項を行うこととします。展開検査の様子 

施設見学の様子

恋路クリーンセンターは、基幹的設備改良工事を

実施したことにより、平成 43年度までの延命化が図

られています。そのため、平成 44 年度には、新清掃

工場を竣工し、処理を開始する必要があります。 

今後、新清掃工場の整備に向けて、適切な時期に

検討を開始するものとします。 

工事までに必要な事業概要 

・施設整備基本構想、候補地選定 

・循環型社会形成推進地域計画 

・施設基本計画設計、測量、地質調査 

・環境影響評価、許認可手続き 

・敷地造成設計、発注仕様書作成、発注事務 

第 4章 施設の運営に関する方策

第 5章 施設整備計画の検討


